
(57)【要約】
【課題】作業者への薬剤被曝が防止され、薬剤環境負荷が軽減され、作業性に優れたカメ
ムシ類による水稲斑点米の生成抑制方法を提供する。
【解決手段】浸透移行性を有し、カメムシ類に吸汁阻害作用を示す１種以上の化合物を含
有する組成物を水田の水面に施用してカメムシ類による水稲斑点米の生成を抑制する方法
。この化合物がニトロメチレン系殺虫剤、ニトロイミノ系殺虫剤、シアノイミノ系殺虫剤
あるいはフェニルピラゾール骨格を有する殺虫剤である方法。またニトロメチレン系殺虫
剤がニテンビラム、ニトロイミノ系殺虫剤がイミダクロプリド、ジノテフラン、チアメト
キサム又はクロチアニジン、シアノイミノ系殺虫剤がチアクロプリド、ニトロシアノ系殺
虫剤がアセタミプリド、フェニルピラゾール骨格を有する殺虫剤がフィプロニル、エチプ
ロール又はアセトプロールである方法。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 (RS)-1-メ チ ル -2-ニ ト ロ -3-[(3-テ ト ラ ヒ ド ロ フ リ ル )メ チ ル ]グ ア ニ ジ ン （ 一 般 名 ジ ノ
テ フ ラ ン ） 、 (E)-1-(2-ク ロ ロ -1,3-チ ア ゾ ー ル -5-イ ル メ チ ル )-3-メ チ ル -2-ニ ト ロ グ ア ニ
ジ ン （ 一 般 名 ク ロ チ ア ニ ジ ン ） 、 N-[3-(6-ク ロ ロ ピ リ ジ ン -3-イ ル メ チ ル )チ ア ゾ リ ジ ン -2
-イ リ デ ン ]シ ア ナ ミ ド （ 一 般 名 チ ア ク ロ プ リ ド ） 、 及 び 3-(2-ク ロ ロ チ ア ゾ ー ル -5-イ ル メ
チ ル )-5-メ チ ル -1,3,5-オ キ サ ジ ア ジ ナ ン -4-イ リ デ ン -N-（ ニ ト ロ ） ア ミ ン （ 一 般 名 チ ア
メ ト キ サ ム ） か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 類 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る 組 成 物 を 水 稲 の 出 穂
３ ０ 日 前 か ら 出 穂 ２ ０ 日 後 の 期 間 に 該 化 合 物 を 粒 剤 、 ジ ャ ン ボ 剤 、 顆 粒 水 和 剤 、 顆 粒 水 溶
剤 、 又 は こ れ ら を 水 溶 性 フ ィ ル ム 等 で パ ッ ク し た 剤 型 の 形 態 で 、 水 田 の 水 面 に 直 接 施 用 す
る こ と を 特 徴 と す る 、 カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 (RS)-1-メ チ ル -2-ニ ト ロ -3-[(3-テ ト ラ ヒ ド ロ フ リ ル )メ チ ル ]グ ア ニ ジ ン （ 一 般 名 ジ ノ
テ フ ラ ン ） 、 (E)-1-(2-ク ロ ロ -1,3-チ ア ゾ ー ル -5-イ ル メ チ ル )-3-メ チ ル -2-ニ ト ロ グ ア ニ
ジ ン （ 一 般 名 ク ロ チ ア ニ ジ ン ） 、 N-[3-(6-ク ロ ロ ピ リ ジ ン -3-イ ル メ チ ル )チ ア ゾ リ ジ ン -2
-イ リ デ ン ]シ ア ナ ミ ド （ 一 般 名 チ ア ク ロ プ リ ド ） 、 及 び 3-(2-ク ロ ロ チ ア ゾ ー ル -5-イ ル メ
チ ル )-5-メ チ ル -1,3,5-オ キ サ ジ ア ジ ナ ン -4-イ リ デ ン -N-（ ニ ト ロ ） ア ミ ン （ 一 般 名 チ ア
メ ト キ サ ム ） か ら 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 類 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る 組 成 物 を 水 稲 の 出 穂
３ ０ 日 前 か ら 出 穂 ２ ０ 日 後 の 期 間 に 該 化 合 物 を 粒 剤 、 ジ ャ ン ボ 剤 、 顆 粒 水 和 剤 、 顆 粒 水 溶
剤 、 又 は こ れ ら を 水 溶 性 フ ィ ル ム 等 で パ ッ ク し た 固 体 製 剤 の 形 態 で 、 水 田 の 水 面 に 直 接 施
用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 １ ０ ア ー ル 当 た り 、 化 合 物 を １ g以 上 １ ０ ０ g以 下 の 量 を 水 田 の 水 面 に 施 用 す る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 １ ０ ア ー ル 当 た り 、 化 合 物 を １ ０ g以 上 ７ ０ g以 下 の 量 を 水 田 の 水 面 に 施 用 す る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 に 関 す る 。 詳 し く は カ メ
ム シ 類 の 水 稲 の 穂 へ の 加 害 を 防 止 し 、 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 水 稲 に 対 す る 多 く の 害 虫 の う ち 、 米 の 収 穫 や 品 質 に 重 大 な 影 響 を 及 ぼ す 害 虫 と し て 、 ウ
ン カ 類 や カ メ ム シ 類 な ど の 半 翅 目 害 虫 が あ る 。 そ の 中 で 、 カ メ ム シ 類 は 近 年 、 水 稲 の 穂 を
加 害 し 、 収 穫 し た 米 の 品 質 を 低 下 さ せ る 害 虫 と し て 問 題 と な り 、 難 防 除 害 虫 と な っ て い る
。 ウ ン カ 類 の 水 稲 に 及 ぼ す 影 響 と カ メ ム シ 類 の 水 稲 に 及 ぼ す 影 響 を 比 較 す る と 、 両 者 の 水
稲 に 及 ぼ す 影 響 は 大 き く 異 な る 。 す な わ ち 、 ウ ン カ 類 は あ る 程 度 の 発 生 密 度 に 達 し な い と
水 稲 に 対 す る 被 害 が 顕 在 化 し な い 。 そ れ に 対 し て 、 カ メ ム シ 類 は 非 常 に 少 な い 発 生 密 度 で
も 、 収 穫 し た 米 の 品 質 に 対 し て 、 重 大 な 被 害 が 出 る 。 一 般 に 米 1000粒 中 、 ２ 個 以 上 の 米 粒
に カ メ ム シ 類 に よ る 吸 汁 痕 が あ る と 、 斑 点 米 と し て 、 米 の 等 級 が 下 が る 。 ま た 、 1ア ー ル
当 た り に ２ 、 ３ 頭 の カ メ ム シ 類 の 存 在 が 確 認 さ れ る と 、 そ の カ メ ム シ が 水 稲 の 穂 を 吸 汁 し
、 そ の 結 果 、 収 穫 し た 米 の 品 質 に 重 大 な 被 害 が 出 る 。 そ の た め 、 カ メ ム シ 類 の 防 除 は ウ ン
カ 類 の 防 除 と 比 べ て 、 極 め て 高 い 防 除 効 果 を 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の カ メ ム シ 類 は 、 歩 行 或 い は 飛 び 込 み に よ り 水 田 に 入 り 込 み 、 増 殖 を 繰 り 返 し て
稲 の 穂 、 ま た 、 あ る 種 の カ メ ム シ 類 は 茎 部 を 加 害 す る 。 一 般 的 に は 、 水 稲 の 開 花 か ら 収 穫
期 に 被 害 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-213270 A 2005.8.11



　 カ メ ム シ 類 の 防 除 は 、 カ メ ム シ 類 の 発 生 が 予 期 さ れ る 時 期 に 、 散 布 器 を 用 い た 薬 剤 散 布
や 或 い は 、 航 空 機 で 薬 剤 を 散 布 す る 方 法 で 行 な わ れ て い る 。 す な わ ち 、 出 穂 期 、 乳 熟 期 或
い は 黄 熟 期 に か け て 粉 剤 、 液 剤 等 を ２ ～ ３ 回 、 散 布 す る こ と で カ メ ム シ 類 の 防 除 を 行 っ て
い る 。 こ の 防 除 方 法 で は 、 カ メ ム シ 類 を 完 璧 に 防 除 す る た め に 、 ２ ～ ３ 回 の 農 薬 散 布 を 行
う 必 要 が あ り 、 人 手 や 防 除 費 用 の 面 か ら も 十 分 な も の で は な か っ た 。 ま た 、 散 布 器 や 航 空
機 に よ る 薬 剤 散 布 は 乳 剤 、 水 和 剤 、 粉 剤 な ど を カ メ ム シ 類 が 存 在 す る 茎 葉 部 に 直 接 散 布 す
る 方 法 で あ り 、 散 布 時 に お け る 作 業 者 の 薬 剤 被 爆 、 作 業 条 件 の 困 苦 、 水 田 以 外 の 環 境 へ の
拡 散 、 散 布 効 果 維 持 の 為 に 過 剰 量 の 薬 剤 の 使 用 、 降 雨 に よ る 防 除 効 果 の 低 下 や 防 除 適 期 の
逸 脱 、 作 業 効 率 が 悪 い な ど 、 多 く の 解 決 す べ き 課 題 を 抱 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 近 、 イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 、 ニ テ ン ピ ラ ム 、 チ ア メ ト キ サ ム 、 チ ア ク ロ プ リ ド 、 ク ロ チ ア
ニ ジ ン 、 ア セ ア タ ミ プ リ ド 、 ジ ノ テ フ ラ ン な ど の ニ ト ロ メ チ レ ン 系 殺 虫 剤 、 ニ ト ロ イ ミ ノ
系 殺 虫 剤 、 シ ア ノ イ ミ ノ 系 殺 虫 剤 や 、 フ ィ プ ロ ニ ル 、 エ チ プ ロ ー ル 、 ア セ ト プ ロ ー ル な ど
の フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 骨 格 を 有 す る 殺 虫 剤 な ど 、 浸 透 移 行 性 を 有 す る 殺 虫 剤 が 水 稲 の 害 虫
防 除 用 殺 虫 剤 と し て 開 発 さ れ て い る 。 （ 特 開 昭 ６ １ － ２ ６ ７ ５ ７ ５ 、 特 開 平 ４ － １ ５ ４ ７
４ １ 、 特 開 平 ３ － １ ５ ７ ３ ０ ８ 、 特 開 平 ６ － １ ８ ３ ９ １ ８ 、 特 開 平 ７ － １ ７ ９ ４ ４ ８ 、 特
開 昭 ６ ３ － ３ １ ６ ７ ７ １ 、 特 開 平 ６ － ２ ７ １ ４ ０ ８ 、 な ど 。 ）
　 こ れ ら の 殺 虫 剤 は 散 布 剤 、 水 面 施 用 剤 の 剤 型 で 、 ウ ン カ 類 な ど の 水 稲 の 害 虫 防 除 に 使 用
で き る 。 ま た 、 こ れ ら の 殺 虫 剤 の 一 部 が カ メ ム シ 類 に 対 し て 殺 虫 効 果 の あ る こ と も 該 公 報
な ど に 記 載 さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ ら 公 報 に は カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 の 穂 の 吸 汁 を 防 止
す る こ と や そ れ に よ り カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 防 除 す る こ と に 関 し て は 何 も
開 示 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ２ ６ ７ ５ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ４ － １ ５ ４ ７ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ３ － １ ５ ７ ３ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ０ ６ － １ ８ ３ ９ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ０ ７ － １ ７ ９ ４ ４ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 昭 ６ ３ － ３ １ ６ ７ ７ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ０ ６ － ２ ７ １ ４ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 従 来 の 散 布 器 を 使 用 し た 殺 虫 剤 散 布 方 法 に よ る カ メ ム シ 類 の 防 除 の 問 題 点 を 解
決 し 、 作 業 者 へ の 薬 剤 被 爆 防 止 、 作 業 条 件 の 改 善 、 環 境 へ の 拡 散 防 止 、 天 候 に 左 右 さ れ な
い な ど 、 作 業 性 に 優 れ た カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と し 、 更 に 本 発 明 は 、 殺 虫 剤 を 水 面 に 処 理 す る 方 法 に よ る カ メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂
に 対 す る 吸 汁 を 防 止 す る 方 法 、 更 に は カ メ ム シ 類 が 水 稲 の 穂 を 吸 汁 す る こ と で 引 き 起 こ さ
れ る 、 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 浸 透 移 行 性 を 有 す る 化 合 物 を 含 有 す る 組 成 物 の 水 面 施 用 方 法 に よ る 、 カ
メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 止 す る 方 法 に 関 し て 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 浸 透 移 行 性
を 有 す る 化 合 物 を 水 面 に 処 理 す る と 、 カ メ ム シ 類 に 対 し て 吸 汁 阻 害 効 果 が あ る こ と 、 及 び
、 カ メ ム シ 類 を 完 全 に 死 に 至 ら し め な く て も 、 カ メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 十 分
に 防 止 で き る こ と 、 更 に そ の 結 果 、 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 で き る こ と を 見 い 出 し 、 本 発
明 を 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ 、 カ メ ム シ 類 に 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 、 少
な く と も １ 種 類 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る 組 成 物 を 水 田 の 水 面 に 施 用 す る こ と を 特 徴 と す る
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、 カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 方 法 は カ メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 加 害 を 防 止 し 、 そ の 結 果 、 斑 点 米 の 生 成
を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き 、 米 の 品 質 確 保 に 貢 献 で き る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 方 法 は 薬 剤 を 水 面 に 施 用 す る の で 、 作 業 者 へ の 薬 剤 被 爆 防 止 、 作 業 条 件
の 改 善 、 環 境 へ の 拡 散 防 止 、 天 候 に 左 右 さ れ な い な ど 、 従 来 の カ メ ム シ 類 の 防 除 方 法 の 問
題 点 を 解 決 し 、 作 業 の 簡 便 化 、 作 業 条 件 の 改 善 な ど に 寄 与 す る こ と が で き る 。
　 更 に 、 本 発 明 の 方 法 に お い て は カ メ ム シ を 殺 虫 す る た め の 薬 剤 の 施 用 量 よ り も 少 な い 量
で カ メ ム シ の 水 稲 の 穂 の 吸 汁 阻 害 が 起 こ る た め 、 従 来 の 農 薬 の 施 用 量 よ り も 少 な い 薬 剤 量
で 十 分 な 効 果 が 得 ら れ 、 防 除 コ ス ト の 低 減 や 土 壌 の 環 境 汚 染 を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で 用 い る カ メ ム シ 類 に 防 除 効 果 を 示 す 化 合 物 は 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ カ メ ム
シ 類 に 対 し て 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 化 合 物 で あ る 。 本 発 明 で 言 う 、 浸 透 移 行 性 を 有 す る 化 合
物 は 、 活 性 化 合 物 が 植 物 の 根 や 茎 葉 か ら 吸 収 さ れ て 、 植 物 の 他 の 部 位 へ 移 行 し 、 害 虫 が 茎
や 葉 を 吸 汁 あ る い は 食 す る こ と で 、 害 虫 を 死 に 至 ら し め る 作 用 を 有 す る 化 合 物 で あ る 。 本
発 明 で 言 う 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ カ メ ム シ 類 に 対 し て 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 化 合 物 は 、
該 化 合 物 が 植 物 体 内 を 浸 透 移 行 し 、 そ の 結 果 、 カ メ ム シ 類 を 完 全 に 死 に 至 ら し め な く て も
、 カ メ ム シ 類 の 積 極 的 な 吸 汁 を 阻 止 で き る 化 合 物 を 意 味 し て い る 。 そ の よ う な も の は 従 来
よ り 殺 虫 性 化 合 物 と し て 知 ら れ て い る も の を 含 ん で い る 。 本 発 明 の 方 法 に 使 用 さ れ る 化 合
物 と し て は 具 体 的 に 、 イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 、 3-(2-ク ロ ロ チ ア ゾ ー ル -5-イ ル メ チ ル )-5-メ チ
ル -1,3,5-オ キ サ ジ ア ジ ナ ン -4-イ リ デ ン -N-（ ニ ト ロ ） ア ミ ン （ 一 般 名 チ ア メ ト キ サ ム ）
、 (RS)-1-メ チ ル -2-ニ ト ロ -3-[(3-テ ト ラ ヒ ド ロ フ リ ル ） メ チ ル ]グ ア ニ ジ ン （ 一 般 名 ジ ノ
テ フ ラ ン ） 、 (E)-1-(2-ク ロ ロ -1,3-チ ア ゾ ー ル -5-イ ル メ チ ル )-3-メ チ ル -2-ニ ト ロ グ ア ニ
ジ ン （ 一 般 名 ク ロ チ ア ニ ジ ン ） な ど の ニ ト ロ イ ミ ノ 系 殺 虫 剤 、 ニ テ ン ピ ラ ム な ど の ニ ト ロ
メ チ レ ン 系 殺 虫 剤 、 ア セ タ ミ プ リ ド 、 N-[3-(6-ク ロ ロ ピ リ ジ ン -3-イ ル メ チ ル ） チ ア ゾ リ
ジ ン -2-イ リ デ ン ]シ ア ナ ミ ド （ 一 般 名 チ ア ク ロ プ リ ド ） な ど の シ ア ノ イ ミ ノ 系 殺 虫 剤 や フ
ィ プ ロ ニ ル 、 5-ア ミ ノ -1-(2,6-ジ ク ロ ル -α ,α ,α -ト リ フ ル オ ロ -p-ト リ ル )-4-エ チ ル ス
ル フ ィ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル -3-カ ル ボ ニ ト リ ル （ 一 般 名 エ チ プ ロ ー ル ） 、 1-[5-ア ミ ノ -1-(2,6-
ジ ク ロ ル -α ,α ,α -ト リ フ ル オ ロ -p-ト リ ル ） -4-メ チ ル ス ル フ ィ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル -3-イ ル
］ エ タ ノ ン （ 一 般 名 ア セ ト プ ロ ー ル ） な ど の フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 骨 格 を 有 す る 殺 虫 剤 が あ
げ ら れ る が 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ カ メ ム シ 類 に 対 し て 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 化 合 物 で あ
れ ば 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 の 方 法 に お い て は 、 こ れ ら の 化 合 物 を 単
独 で 、 ま た は ２ 種 以 上 を 混 合 し て カ メ ム シ 類 に 対 し て 水 面 に 施 用 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 カ メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 止 す る た め に 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ カ メ ム
シ 類 に 対 し て 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 化 合 物 は 、 カ メ ム シ 類 の 吸 汁 阻 害 効 果 が 出 る 薬 量 以 上 を
、 水 面 に 施 用 す れ ば よ い 。 具 体 的 に は 、 10ア ー ル 当 た り 、 1g以 上 の 活 性 成 分 を 水 面 に 施 用
す れ ば 、 活 性 成 分 が 水 稲 へ 浸 透 移 行 し て 、 カ メ ム シ 類 に 吸 汁 阻 害 効 果 が 出 る 。 活 性 成 分 を
多 く 施 用 し て も 、 カ メ ム シ 類 の 吸 汁 阻 害 効 果 の 発 現 に 影 響 は な い が 、 経 済 的 な 観 点 か ら 、
100g以 下 の 施 用 量 で 十 分 で あ る 。 好 ま し く は 、 10ア ー ル あ た り 、 10g以 上 70g以 下 の 活 性 成
分 の 施 用 量 で 十 分 で あ る 。 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ カ メ ム シ 類 に 対 し て 吸 汁 阻 害 作 用 を 示
す 化 合 物 が 殺 虫 剤 で あ る 場 合 に は 、 こ れ ら 施 用 量 は 該 殺 虫 剤 が 殺 虫 効 果 を 示 す 量 よ り も 一
般 的 に 少 な い 量 で 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ 、 カ メ ム シ 類 に 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 化 合 物 を 含 有 す
る 組 成 物 を 水 面 に 施 用 す る 時 期 は 、 水 稲 の 生 育 期 間 内 で あ れ ば 、 い つ で も よ い が 、 好 ま し
く は 、 水 稲 の 分 け つ 時 期 か ら 黄 熟 期 の 間 に 該 殺 虫 剤 を 水 面 に 処 理 す れ ば 、 効 果 的 に カ メ ム
シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 止 す る こ と が で き る 。 更 に 好 ま し く は 、 水 稲 の 出 穂 ３ ０
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日 前 か ら 出 穂 ２ ０ 日 後 の 期 間 に 該 殺 虫 剤 を 処 理 す れ ば よ い 。 本 願 の 方 法 は 通 常 、 １ 回 の 処
理 で 、 十 分 に カ メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 除 す る こ と が で き る が 、 カ メ ム シ 類
の 発 生 状 況 に 応 じ て 、 ２ 回 以 上 、 水 面 に 処 理 し て も 、 何 ら 問 題 は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 で 言 う 、 カ メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 止 す る 方 法 は 、 浸 透 移 行 性 を 有
し 、 且 つ 、 カ メ ム シ 類 に 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 化 合 物 を 含 有 す る 組 成 物 を 水 面 に 施 用 す る 方
法 で あ る 。 こ こ で 言 う 、 水 面 に 施 用 す る 方 法 と は 、 該 化 合 物 を 固 体 製 剤 、 液 体 製 剤 等 の 組
成 物 の 形 態 で 、 水 面 に 直 接 施 用 す る こ と を 意 味 し て い る 。 該 化 合 物 の 固 体 製 剤 は 直 接 水 面
に 施 用 す る か 、 あ る い は 、 水 に 懸 濁 し 、 少 量 且 つ 高 濃 度 状 態 の 液 体 あ る い は 懸 濁 液 の 状 態
で 水 面 に 施 用 す る 。 畦 畔 か ら 手 振 り 散 布 、 パ ッ ク 等 に 粒 剤 を 封 入 し 、 こ れ を 投 与 す る 方 法
、 水 口 か ら の 水 の 流 入 拡 散 を 利 用 し た 水 口 処 理 等 の 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 該 化 合 物 の 液 状 製
剤 も 固 体 製 剤 と 同 様 に 水 面 に 処 理 す る 。 水 面 へ の 施 用 が 可 能 な 固 体 製 剤 は 、 粒 剤 、 ジ ャ ン
ボ 剤 、 水 和 剤 、 顆 粒 水 和 剤 、 顆 粒 水 溶 剤 、 粉 剤 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 こ れ ら を Ｐ Ｖ Ａ な
ど の 水 溶 性 フ ィ ル ム 等 で パ ッ ク し た 剤 型 も 使 用 で き る 。 水 面 に 施 用 が 可 能 な 液 体 製 剤 は 、
乳 剤 、 液 剤 、 油 剤 、 フ ロ ア ブ ル 剤 、 エ マ ル ジ ョ ン 剤 ， マ イ ク ロ エ マ ル ジ ョ ン 剤 、 サ ス ポ エ
マ ル ジ ョ ン 剤 、 マ イ ク ロ カ プ セ ル 剤 等 で あ る 。 い か な る 剤 型 に お い て も 、 浸 透 移 行 性 を 有
し 、 且 つ 、 カ メ ム シ 類 に 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 殺 虫 剤 を 水 面 に 施 用 す れ ば 、 該 化 合 物 が 水 稲
植 物 内 へ 浸 透 移 行 し 、 カ メ ム シ 類 の 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 方 法 で 、 効 果 的 に 、 且 つ 簡 易 に カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 止
で き る 。 こ こ で 言 う 、 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 を 防 止 で き る カ メ ム シ 類 と し て 、 例 え ば 、 以
下 の も の が 挙 げ ら れ る 。 ナ カ グ ロ メ ク ラ ガ メ 、 ブ チ ヒ ゲ ク ロ メ ク ラ ガ メ 、 ア カ ホ シ メ ク ラ
ガ メ 、 ハ ナ グ ロ ミ ド リ メ ク ラ ガ メ 、 マ ダ ラ メ ク ラ ガ メ 、 マ キ バ メ ク ラ ガ メ 、 ア カ ス ジ メ ク
ラ ガ メ 、 ム ギ メ ク ラ ガ メ 、 ア カ ミ ャ ク メ ク ラ ガ メ 、 ナ カ ム ギ メ ク ラ ガ メ 、 ア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ
ド リ メ ク ラ ガ メ 等 の メ ク ラ カ メ ム シ 科 、 メ ダ カ バ ガ カ メ ム シ 等 の メ ダ カ ナ ガ カ メ ム シ 科 、
ヒ メ ヒ ラ タ ナ ガ カ メ ム シ 、 モ ン シ ロ ナ ガ カ メ ム シ 、 ウ ス グ ロ シ ロ ヘ リ ナ ガ カ メ ム シ 、 シ ロ
ヘ リ ナ ガ カ メ ム シ 、 ア ム ー ル シ ロ ヘ リ ナ ガ カ メ ム シ 、 チ ャ イ ロ ナ ガ カ メ ム シ 、 ヒ メ ナ ガ カ
メ ム シ 、 ミ ナ ミ ホ ソ ナ ガ カ メ ム シ 、 ク ロ ア シ ホ ソ ナ ガ カ メ ム シ 、 キ ベ リ ヒ ョ ウ タ ン ナ ガ カ
メ ム シ 、 ヒ ラ タ ヒ ョ ウ タ ン ナ ガ カ メ ム シ 、 サ ビ ヒ ョ ウ タ ン ナ ガ カ メ ム シ 、 ヒ ゲ ナ ガ カ メ ム
シ 、 ヨ ツ ボ シ ヒ ョ ウ タ ン ナ ガ カ メ ム シ 、 マ ダ ラ ナ ガ カ メ ム シ 、 コ バ ネ ヒ ョ ウ タ ン ナ ガ カ メ
ム シ 等 の ナ ガ カ メ ム シ 科 、 フ タ モ ン ホ シ カ メ ム シ 等 の ホ シ カ メ ム シ 科 、 ア ズ キ ヘ リ カ メ ム
シ 、 ヒ メ ハ リ カ メ ム シ 、 ハ リ カ メ ム シ 、 ホ ソ ハ リ カ メ ム シ 、 ホ シ ハ ラ ビ ロ ヘ リ カ メ ム シ 等
の ヘ リ カ メ ム シ 科 、 ヒ メ ク モ ヘ リ カ メ ム シ 、 ク モ ヘ リ カ メ ム シ 、 タ イ ワ ン ク モ ヘ リ カ メ ム
シ 、 ホ ソ ヘ リ カ メ ム シ 等 の ホ ソ ヘ リ カ メ ム シ 科 、 ア カ ヒ メ ヘ リ カ メ ム シ 、 ケ ブ カ ヒ メ ヘ リ
カ メ ム シ 、 ス カ シ ヒ メ ヘ リ カ メ ム シ 、 ブ チ ヒ ゲ ヘ リ カ メ ム シ 等 の ヒ メ ヘ リ カ メ ム シ 科 、 チ
ャ イ ロ カ メ ム シ 等 の キ ン カ メ ム シ 科 、 エ ビ イ ロ カ メ ム シ 、 ウ ズ ラ カ メ ム シ 、 ト ゲ カ メ ム シ
、 ム ラ サ キ カ メ ム シ 、 ブ チ ヒ ゲ カ メ ム シ 、 ハ ナ ダ カ カ メ ム シ 、 ム ラ サ キ シ ラ ホ シ カ メ ム シ
、 マ ル シ ラ ホ シ カ メ ム シ 、 オ オ ト ゲ シ ラ ホ シ カ メ ム シ 、 ト ゲ シ ラ ホ シ カ メ ム シ 、 シ ラ ホ シ
カ メ ム シ 、 ク サ ギ カ メ ム シ イ ネ カ メ ム シ 、 ツ マ ジ ロ カ メ ム シ 、 ア オ ク サ カ メ ム シ 、 ミ ナ ミ
ア オ カ メ ム シ 、 エ ゾ ア オ カ メ ム シ 、 イ チ モ ン ジ カ メ ム シ 、 チ ャ バ ネ ア オ カ メ ム シ 、 ア カ カ
メ ム シ 、 イ ネ ク ロ カ メ ム シ 、 イ ワ サ キ カ メ ム シ 等 の カ メ ム シ 類 が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 の 方
法 は 、 こ れ ら の カ メ ム シ 類 の う ち 、 特 に 水 稲 の 穂 を 吸 汁 す る カ メ ム シ 類 に 対 し て 効 果 的 に
、 そ の 吸 汁 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 方 法 に よ り 、 カ メ ム シ 類 を 完 全 に 死 に 至 ら し め る こ と な く 、 カ メ ム シ 類 の 積 極
的 な 吸 汁 活 動 を 防 止 す る こ と が で き る 。 更 に は 、 水 稲 の 穂 に 対 す る 吸 汁 活 動 を 防 止 す る こ
と が で き る 。 そ の 結 果 、 水 稲 の 穂 に 対 す る カ メ ム シ 類 の 吸 汁 活 動 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る
、 水 稲 斑 点 米 の 生 成 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 方 法 に 使 用 さ れ る 組 成 物 を 実 際 に 施 用 す る に あ た っ て 、 組 成 物 は 、 必 要 に 応 じ
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て 、 他 の 活 性 化 合 物 、 例 え ば 殺 菌 剤 や 肥 料 等 と 混 用 し て 使 用 し て も よ い 。 更 に 、 そ の 他 の
活 性 化 合 物 を 含 む 場 合 、 こ れ ら の 活 性 化 合 物 は 、 浸 透 移 行 性 を 有 す る も の が 好 ま し い 。 そ
の 代 表 例 と し て 、 イ ソ プ ロ チ オ ラ ン 、 フ ル ト ラ ニ ル 、 ア ゾ キ シ ス ト ロ ビ ン 、 プ ロ ベ ナ ゾ ー
ル 、 フ ラ メ ト ピ ル 、 チ フ ル ザ ミ ド 、 バ リ ダ マ イ シ ン 、 ピ ロ キ ロ ン 、 メ ト ミ ノ ス ト ロ ビ ン 、
Ｉ Ｂ Ｐ 、 フ サ ラ イ ド 、 カ ス ガ マ イ シ ン 、 カ ル プ ロ パ ミ ド 、 ジ ク ロ メ ジ ン 、 ト リ シ ク ラ ゾ ー
ル 、 バ リ ダ マ イ シ ン 、 ペ ン シ ク ロ ン 、 ポ リ オ キ シ ン 、 メ プ ロ ニ ル 、 Ｅ Ｄ Ｄ Ｐ な ど を 例 示 で
き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 方 法 に 使 用 さ れ る 組 成 物 の 製 剤 化 に あ た っ て は 、 何 ら の 特 別 の 条 件 を 必 要 と せ
ず 、 一 般 農 薬 に 準 じ て 当 業 技 術 の 熟 知 す る 方 法 に よ っ て 、 粒 剤 、 水 和 剤 、 顆 粒 水 和 剤 、 顆
粒 水 溶 剤 、 粉 剤 、 乳 剤 、 液 剤 、 油 剤 、 フ ロ ア ブ ル 剤 、 エ マ ル ジ ョ ン 剤 、 マ イ ク ロ エ マ ル ジ
ョ ン 剤 、 サ ス ポ エ マ ル ジ ョ ン 剤 、 マ イ ク ロ カ プ セ ル 剤 等 の 任 意 の 剤 型 に 調 製 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 か く し て 、 浸 透 移 行 性 を 有 し 、 且 つ 、 カ メ ム シ 類 に 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 、 少 な く と も １
種 類 以 上 の 化 合 物 を 含 有 す る 組 成 物 を 水 面 に 施 用 す れ ば 、 カ メ ム シ 類 に よ る 水 稲 斑 点 米 の
生 成 を 効 果 的 に 抑 制 で き る 他 、 農 作 業 の 簡 便 化 、 農 作 業 に 従 事 す る 作 業 者 へ の 薬 剤 被 爆 、
環 境 へ の 拡 散 、 天 候 の 影 響 な ど 、 従 来 の 散 布 器 を 使 用 し た 防 除 方 法 の 問 題 点 を 全 て 解 決 す
る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 製 剤 例 及 び 試 験 例 に よ り 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 尚 、 製 剤 例 中 の 部 は 重 量
部 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
製 剤 例 １
　 ジ ノ テ フ ラ ン を １ ０ 部 、 ソ ル ポ ー ル ３ ５ ５ Ｓ （ 東 邦 化 学 製 、 界 面 活 性 剤 ） １ ０ 部 、 ソ ル
ベ ッ ソ １ ５ ０ （ エ ク ソ ン 製 ） ８ ０ 部 、 以 上 を 均 一 に 撹 拌 混 合 し て 乳 剤 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
製 剤 例 ２
　 ジ ノ テ フ ラ ン を １ ０ 部 、 ア ル キ ル ナ フ タ レ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ２ 部 、 リ グ ニ ン ス ル
ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム １ 部 、 ホ ワ イ ト カ ー ボ ン ５ 部 、 ケ イ ソ ウ 土 ８ ２ 部 、 以 上 を 均 一 に 撹 拌 混
合 し て 水 和 剤 １ ０ ０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
製 剤 例 ３
　 ジ ノ テ フ ラ ン を １ ０ 部 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル の ２ ０ ％ 水 溶 液 ５ 部 を 充 分 撹 拌 混 合 し た
後 、 キ サ ン タ ン ガ ム の ０ ． ８ ％ 水 溶 液 ６ ５ 部 を 加 え て 再 び 撹 拌 混 合 し て フ ロ ア ブ ル 剤 １ ０
０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
製 剤 例 ４
　 ジ ノ テ フ ラ ン を ２ ０ 部 、 尿 素 ９ ０ 部 を 部 を 均 一 に 十 分 攪 拌 混 合 し て 水 溶 剤 １ ０ ０ 部 を 得
た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
製 剤 例 ５
　 ジ ノ テ フ ラ ン を １ 部 、 ホ ワ イ ト カ ー ボ ン ２ 部 、 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ２ 部 、 ベ
ン ト ナ イ ト ９ ５ 部 、 以 上 を 均 一 に 粉 砕 混 合 後 、 水 を 加 え て 混 練 し 、 造 粒 乾 燥 し て 粒 剤 １ ０
０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
製 剤 例 ６
　 チ ア ク ロ プ リ ド を １ 部 、 ホ ワ イ ト カ ー ボ ン ２ 部 、 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ２ 部 、
ベ ン ト ナ イ ト ９ ５ 部 、 以 上 を 均 一 に 粉 砕 混 合 後 、 水 を 加 え て 混 練 し 、 造 粒 乾 燥 し て 粒 剤 １
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０ ０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
製 剤 例 ７
　 チ ア メ ト キ サ ム を １ 部 、 ホ ワ イ ト カ ー ボ ン ２ 部 、 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ２ 部 、
ベ ン ト ナ イ ト ９ ５ 部 、 以 上 を 均 一 に 粉 砕 混 合 後 、 水 を 加 え て 混 練 し 、 造 粒 乾 燥 し て 粒 剤 １
０ ０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
製 剤 例 ８
　 ク ロ チ ア ニ ジ ン を １ 部 、 ホ ワ イ ト カ ー ボ ン ２ 部 、 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ２ 部 、
ベ ン ト ナ イ ト ９ ５ 部 、 以 上 を 均 一 に 粉 砕 混 合 後 、 水 を 加 え て 混 練 し 、 造 粒 乾 燥 し て 粒 剤 １
０ ０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
製 剤 例 ９
　 エ チ プ ロ ー ル を １ 部 、 ホ ワ イ ト カ ー ボ ン ２ 部 、 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ２ 部 、 ベ
ン ト ナ イ ト ９ ５ 部 、 以 上 を 均 一 に 粉 砕 混 合 後 、 水 を 加 え て 混 練 し 、 造 粒 乾 燥 し て 粒 剤 １ ０
０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
製 剤 例 １ ０
　 ア セ ト プ ロ ー ル を １ 部 、 ホ ワ イ ト カ ー ボ ン ２ 部 、 リ グ ニ ン ス ル ホ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ２ 部 、
ベ ン ト ナ イ ト ９ ５ 部 、 以 上 を 均 一 に 粉 砕 混 合 後 、 水 を 加 え て 混 練 し 、 造 粒 乾 燥 し て 粒 剤 １
０ ０ 部 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
試 験 例 １   ポ ッ ト で の 出 穂 時 処 理 に お け る カ メ ム シ 類 へ の 効 果
　 出 穂 時 期 の イ ネ （ こ し ひ か り ： １ ／ ５ ０ ０ ０ ａ ポ ッ ト ： 水 深 ３ ｃ ｍ で 管 理 ） に 上 記 の 製
剤 例 ５ ～ １ ０ で 作 成 し た 粒 剤 、 或 い は 市 販 品 ア ド マ イ ヤ ー 1粒 剤 、 ベ ス ト ガ ー ド 粒 剤 、 モ
ス ピ ラ ン 粒 剤 、 プ リ ン ス 粒 剤 を ３ ｋ ｇ ／ １ ０ ａ 相 当 量 散 布 し た 。 処 理 ７ 日 後 に 穂 の 部 分 の
み を ゴ ー ス で 覆 い 、 ゴ ー ス の 中 に オ オ ト ゲ シ ラ ホ シ カ メ ム シ を 雄 雌 各 ５ 頭 ず つ 放 飼 し た （
１ 区 ３ 連 制 ） 。 放 飼 ６ 日 後 に 生 死 判 定 を 行 っ た 。 更 に 収 穫 時 、 斑 点 米 の 調 査 を 行 っ た 。 試
験 の 結 果 、 死 虫 率 が 不 十 分 で カ メ ム シ が 死 滅 し な く て も 、 十 分 な 吸 汁 阻 害 作 用 を 示 す 事 が
わ か っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ３ 】
試 験 例 ２   ポ ッ ト で の 出 穂 時 処 理 に お け る カ メ ム シ 類 へ の 効 果
　 出 穂 １ ０ 日 前 の イ ネ （ こ し ひ か り ： １ ／ ５ ０ ０ ０ ａ ポ ッ ト ： 水 深 ３ ｃ ｍ で 管 理 ） に 製 剤
例 ５ で 作 成 し た 粒 剤 を ３ ｋ ｇ ／ １ ０ ａ 相 当 量 水 面 に 処 理 し た 。 ま た 、 製 剤 例 ３ で 調 製 し た
フ ロ ア ブ ル 剤 を ３ ０ ｇ ａ ｉ ． ／ １ ０ ａ 相 当 量 水 面 し 処 理 し た 。 処 理 ２ ０ 日 後 に 穂 の 部 分 の
み を ゴ ー ス で 覆 い 、 ゴ ー ス の 中 に オ オ ト ゲ シ ラ ホ シ カ メ ム シ を 雄 雌 各 ５ 頭 ず つ 放 飼 し た （
１ 区 ３ 連 制 ） 。 放 飼 ６ 日 後 に 生 死 判 定 を 行 っ た 。 試 験 の 結 果 、 剤 型 に 関 わ ら ず 同 じ 処 理 量
で は 同 程 度 の 吸 汁 阻 害 作 用 が 見 ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ２ 】
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